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DSLDSL、、RFIDRFID、、UWBUWBの動向の動向

（社）日本アマチュア無線連盟（社）日本アマチュア無線連盟

技術研究所技術課　近藤俊幸技術研究所技術課　近藤俊幸
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アマチュア無線をとりまく電波環境アマチュア無線をとりまく電波環境

•• 電波障害（基本波、高調波）　電波障害（基本波、高調波）　

•• 家電製品等のイミュニティーの問題家電製品等のイミュニティーの問題

•• 電子機器等からの不要電波による受信障害電子機器等からの不要電波による受信障害

•• 無線無線LANLAN
•• PLCPLC
•• DSLDSL
•• RFIDRFID
•• UWBUWB
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RFIDRFID（（RadioRadio　　FrequencyFrequency　　IDentificationIDentification））

•• 電磁誘導や電波により、非接触で半導体メモリー電磁誘導や電波により、非接触で半導体メモリー
に記録されたデータを読み書きするシステム。に記録されたデータを読み書きするシステム。

•• ユビキタスネットワーク時代を支える識別技術ユビキタスネットワーク時代を支える識別技術

•• 物の識別　－＞　物の識別　－＞　RFRFタグタグ
•• 人の識別　－＞　非接触人の識別　－＞　非接触ICICカードカード
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利活用分野利活用分野

•• 物流分野（商品の入出荷管理、航空手荷物の管物流分野（商品の入出荷管理、航空手荷物の管
理、輸送パレット）理、輸送パレット）

•• セキュリティー分野（入退出管理、万引き防止）セキュリティー分野（入退出管理、万引き防止）

•• 偽造防止（パスポート、入場券、紙幣、金券）偽造防止（パスポート、入場券、紙幣、金券）

•• 環境分野（リサイクル管理）環境分野（リサイクル管理）

•• その他（図書管理、スポーツ、棚卸し）その他（図書管理、スポーツ、棚卸し）
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可能性を秘めたシステム可能性を秘めたシステム

•• 利活用分野は数多く、近い将来に私たちの生活利活用分野は数多く、近い将来に私たちの生活
に大きな恩恵をもたらす。に大きな恩恵をもたらす。

•• ユビキタスネットワーク時代を支える技術ユビキタスネットワーク時代を支える技術
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RFIDRFIDの方式の方式

•• 大別すると大別すると

　　①　　①135kHz135kHz以下の周波数や以下の周波数や13.56MHz13.56MHzを使　を使　

　　用する電磁誘導方式　　用する電磁誘導方式

　　②　　②SHFSHF帯や帯やUHFUHF帯などの電波を使用する方式帯などの電波を使用する方式

•• 電源は？電源は？

　　①タグに電池を持つアクティブタイプ　　①タグに電池を持つアクティブタイプ

　　②質問機（リーダ・ライタ）からの質問信号を電源　　②質問機（リーダ・ライタ）からの質問信号を電源
　　としても使用するパッシブタイプ。　　としても使用するパッシブタイプ。
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さまざまな形状さまざまな形状

•• 0.50.5××0.50.5××0.50.5mmmmの超小型の超小型RFIDRFID
•• クレジットカードタイプクレジットカードタイプ

•• 電池を搭載した比較的大きな物電池を搭載した比較的大きな物

•• ガラスのチューブに封入されたものガラスのチューブに封入されたもの

•• 最新の印刷技術により紙やプラスチックなどに直最新の印刷技術により紙やプラスチックなどに直
接印刷して回路を構成するもの接印刷して回路を構成するもの
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アマチュア無線との関わりアマチュア無線との関わり

全世界的規模の経済活動全世界的規模の経済活動

　　どこの国でも使えることが条件　　どこの国でも使えることが条件

RFIDRFIDののISO/IECISO/IEC規格規格
　　RFIDRFIDが使用する周波数などが規格化（一が使用する周波数などが規格化（一

部規格化作業中）部規格化作業中）
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ISO/IECISO/IEC規格（カード型）規格（カード型）

•• カード型（カード型（13.5613.56MHzMHz））

密着型（通信距離：数密着型（通信距離：数mmmm）　　　）　　　ISO/IEC10536ISO/IEC10536

近接型（通信距離：近接型（通信距離：1010cmcm以下）以下）ISO/IEC14443ISO/IEC14443

近傍型（通信距離：近傍型（通信距離：7070cmcm以下）以下）ISO/IEC15693ISO/IEC15693
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ISO/IECISO/IEC規格（タグ型規格（タグ型））

使用周波数　：　使用周波数　：　135135kHzkHz以下　以下　ISO/IEC18000ISO/IEC18000--22
使用周波数　：　使用周波数　：　13.5613.56MHzMHz　　　　ISO/IEC18000ISO/IEC18000--33
使用周波数　：　使用周波数　：　2.452.45GHzGHz　　　　　　ISO/IEC18000ISO/IEC18000--44
使用周波数　：　使用周波数　：　5.85.8GHzGHz　　　　　　　　ISO/IEC18000ISO/IEC18000--55
使用周波数　：　使用周波数　：　800800～～900900MHzMHz　　　　ISO/IEC18000ISO/IEC18000--66
使用周波数　：　使用周波数　：　433433MHz MHz 　　　　　　ISO/IEC18000ISO/IEC18000--77　　
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無線通信の世界では無線通信の世界では

①国際通信連合（①国際通信連合（ITUITU））が世界を３つの地域が世界を３つの地域

に分けて使用区分を定めている。に分けて使用区分を定めている。

　（無線通信規則及び同付録）　（無線通信規則及び同付録）

②さらに、各国ごとに周波数の使用区分を設②さらに、各国ごとに周波数の使用区分を設
けて各種の無線通信業務が円滑に行えるけて各種の無線通信業務が円滑に行える
ように、細かな周波数配分を行っている。ように、細かな周波数配分を行っている。
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ISO/IECISO/IEC規格と日本規格と日本

①　①　800800～～900900MHzMHz帯帯（（ISO/IEC18000ISO/IEC18000--66））
　　　　　　携帯電話、携帯電話、MCAMCA、、パーソナル無線パーソナル無線

②　②　433433MHzMHz帯（帯（ISO/IEC 18000ISO/IEC 18000--77））
　　　　　　アマチュア無線アマチュア無線

　　現行では使えないが、世界的な規模で使用した　　現行では使えないが、世界的な規模で使用した
いとの要望！いとの要望！
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調査研究会が設立調査研究会が設立

•• 平成１５年４月１５日に総務大臣官房技術平成１５年４月１５日に総務大臣官房技術
総括審議官の調査研究会として、「ユビキ総括審議官の調査研究会として、「ユビキ
タスネットワーク時代における電子タグのタスネットワーク時代における電子タグの
高度利活用に関する調査研究会」は設立高度利活用に関する調査研究会」は設立
された。された。

•• 二つのＷＧ二つのＷＧ

　①「無線システムワーキンググループ」　①「無線システムワーキンググループ」

　②「ネットワーク利用ワーキンググループ」　②「ネットワーク利用ワーキンググループ」
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無線システムＷＧ無線システムＷＧ

　　　　

　　　　JARLJARLは無線システムは無線システムWGWGの構成員としの構成員とし
て、周波数割り当ての観点からて、周波数割り当ての観点からRFIDRFIDの利の利
用ニーズの把握、既存システムの運用状用ニーズの把握、既存システムの運用状
況の把握、況の把握、RFIDRFID用用候補周波数の絞り込候補周波数の絞り込

みなどの検討に参画。みなどの検討に参画。
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無線システムＷＧ開催状況無線システムＷＧ開催状況

•• 第　１回　　４月１７日　第　１回　　４月１７日　18:3018:30～～20:3020:30
•• 第　２回　　４月２５日　第　２回　　４月２５日　18:3018:30～～20:3020:30
•• 第　３回　　５月　１日　第　３回　　５月　１日　17:0017:00～～19:0019:00
•• 第　４回　　５月１６日　第　４回　　５月１６日　18:3018:30～～20:3020:30
•• 第　５回　　５月２３日　第　５回　　５月２３日　17:0017:00～～19:0019:00
•• 第　６回　　５月２９日　第　６回　　５月２９日　17:0017:00～～19:0019:00
•• 第　７回　　６月　３日　第　７回　　６月　３日　17:0017:00～～19:0019:00
•• 第　８回　　６月１９日　第　８回　　６月１９日　18:3018:30～～20:3020:30
•• 第　９回　　６月２６日　第　９回　　６月２６日　17:3017:30～～18:1518:15
•• 第１０回　　７月　９日　第１０回　　７月　９日　18:3018:30～～19:3019:30
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　４３３．９２ＭＨｚ　４３３．９２ＭＨｚ及び及び４３２～４３６ＭＨｚ４３２～４３６ＭＨｚ

を使用するシステムを使用するシステム

　　　　

送信電力　　送信電力　　 ：　５０ｍＷ（アクティブ方式）：　５０ｍＷ（アクティブ方式）

空中線利得　：　１２ｄＢｉ　（２０ｄＢｉ）空中線利得　：　１２ｄＢｉ　（２０ｄＢｉ）

変調方式　　変調方式　　 ：　ＡＳＫ、ＦＳＫ、ＱＰＳＫ等：　ＡＳＫ、ＦＳＫ、ＱＰＳＫ等

帯域幅　　　　：　帯域幅　　　　：　４ＭＨｚ、５００ｋＨｚ、１２．５ｋＨｚ４ＭＨｚ、５００ｋＨｚ、１２．５ｋＨｚ

その他　　　　　その他　　　　　 ：　コンテナ管理、アミューズメント施：　コンテナ管理、アミューズメント施

　　　　　　　　　　設など屋外で使用　　　　　　　　　　設など屋外で使用
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周波数共用は不可能周波数共用は不可能

•• 想定されるアプリケーションの種類と数が想定されるアプリケーションの種類と数が
多いこと。多いこと。

•• 送信電力と空中線利得が極めて大きいこと。送信電力と空中線利得が極めて大きいこと。

•• ６０万局が免許を受け使用していること。６０万局が免許を受け使用していること。

•• ＥＭＥやアマチュア衛星通信に致命的妨害ＥＭＥやアマチュア衛星通信に致命的妨害
を与えること。を与えること。
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国際郵便モニタリングシステム国際郵便モニタリングシステム

送信電力　　送信電力　　 ：　：　ＥＩＲＰ　１ＥＩＲＰ　１μμＷＷ（アクティブ方式）（アクティブ方式）

変調方式　　変調方式　　 ：　ＦＳＫ：　ＦＳＫ

帯域幅　　　　：　帯域幅　　　　：　約５０ｋＨｚ約５０ｋＨｚ

その他　　　　　その他　　　　　 ：　新東京国際空港郵便局、大阪国：　新東京国際空港郵便局、大阪国

　　　　　　　　　　際郵便局の局舎内で使用　　　　　　　　　　際郵便局の局舎内で使用
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周波数共有の可能性あり周波数共有の可能性あり

•• 一般の住宅から離れた屋内での使用一般の住宅から離れた屋内での使用

•• 質問機からの１３５ｋＨｚの信号に対して非質問機からの１３５ｋＨｚの信号に対して非
常に短時間だけ４３３．９２ＭＨｚの電波を送常に短時間だけ４３３．９２ＭＨｚの電波を送
信すること。信すること。

•• １１日に２０～３０回の送信であること。日に２０～３０回の送信であること。

★　実証実験を行い共用検討を進める。★　実証実験を行い共用検討を進める。
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ＷＧの報告書ＷＧの報告書

•• 導入の可能性導入の可能性

　非常に大きな離隔距離が必要（～数千　非常に大きな離隔距離が必要（～数千kmkm））
　　遮蔽等の特別な措置を施さない限り、アマ遮蔽等の特別な措置を施さない限り、アマ
チュア無線に影響。チュア無線に影響。

　アマチュア無線からの影響により、タグの運　アマチュア無線からの影響により、タグの運
用に支障。（遮蔽等の特別な措置が必要と用に支障。（遮蔽等の特別な措置が必要と
考えられ、ユビキタス的な利用は困難）考えられ、ユビキタス的な利用は困難）
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ＷＧ報告書ＷＧ報告書

アマチュア無線への干渉アマチュア無線への干渉

　　　　　　10001000kmkm～～5000km5000km以上以上
　　　（日本郵政公社：約　　　（日本郵政公社：約11kmkm））
タグへの干渉タグへの干渉

　　　　　　537537～１万３千～１万３千kmkm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自由空間）自由空間）
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ＷＧ報告書ＷＧ報告書

今後の取り組【４３３ＭＨｚ】今後の取り組【４３３ＭＨｚ】

　　現段階では、具体的な提案は国際郵便モ　　現段階では、具体的な提案は国際郵便モ
ニタリングシステム（日本郵政公社から、場ニタリングシステム（日本郵政公社から、場
所を限定し、所要の措置を施すとして提案）所を限定し、所要の措置を施すとして提案）
のみであり、これについては、実証実験をのみであり、これについては、実証実験を
含め詳細な検討を実施。含め詳細な検討を実施。
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調査研究会調査研究会

•• ７月１７日及び８月１日に「ユビキタスネット７月１７日及び８月１日に「ユビキタスネット
ワーク時代における電子タグの高度利活ワーク時代における電子タグの高度利活
用に関する調査研究会」（第３回、第４回が用に関する調査研究会」（第３回、第４回が
開催された。開催された。

•• ８８月１８日付けで中間報告　（月１８日付けで中間報告　（WEBWEB））
http://www.http://www.soumusoumu.go..go.jpjp//snewssnews/2003/030818_4.html/2003/030818_4.html

http://www.http://www.soumusoumu.go..go.jpjp//snewssnews/2003//2003/pdfpdf/030818_4_03g./030818_4_03g.pdfpdf
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国際郵便モニタリングシステム国際郵便モニタリングシステム
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国際郵便モニタリングシステム国際郵便モニタリングシステム
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高速高速DSLDSL

•• 平成１１年　　　１．５Ｍサービス平成１１年　　　１．５Ｍサービス

•• 平成１３年　　　８Ｍサービス平成１３年　　　８Ｍサービス

•• 平成１４年　　１２Ｍサービス平成１４年　　１２Ｍサービス

•• 平成１５年　　２４Ｍサービス平成１５年　　２４Ｍサービス

　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　（2.22.2MHzMHzまで使用）まで使用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　1.81.8MHzMHz、、1.9MHz1.9MHz帯帯アマチュアバンドへのアマチュアバンドへの
干渉の可能性！干渉の可能性！
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　「　「DSLDSLスペクトル管理の基本要件」に関すスペクトル管理の基本要件」に関す
る報告書（案）に対するる報告書（案）に対するJARLJARLの意見。の意見。

【骨子】【骨子】

　　　　2.22.2MHzMHzまでを使用するまでを使用するADSLADSL方式からアマチュ方式からアマチュ
ア無線に対する干渉対策として、ア無線に対する干渉対策として、ITUITU--RR勧告案勧告案
に従い、に従い、1.811.81MHzMHz～～2MHz2MHzの周波数についてはの周波数については
DSLDSL伝送方式のスペクトルを－伝送方式のスペクトルを－8080dBmdBm/Hz/Hz以以
下にし干渉を及ぼさないよう配慮されたい。　下にし干渉を及ぼさないよう配慮されたい。　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成平成1515年年66月２日月２日　　
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UWBUWB　　（（UltraUltra　　WidebandWideband））

　　　　3.13.1GHzGHz～～10.6GHz10.6GHzまでを使用する超高までを使用する超高

帯域通信。帯域通信。

【利活用分野】【利活用分野】
①①PANPAN（（無線無線LANLANややBluetoothBluetoothよりも近距離の通信）よりも近距離の通信）

②各種レーダー（壁面透過、地中探査、超高分解能、衝突②各種レーダー（壁面透過、地中探査、超高分解能、衝突
防止、医療用など）防止、医療用など）
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UWBUWB無線システム委員会無線システム委員会

　　

平成１４年９月３０日に総務大臣から、平成１４年９月３０日に総務大臣から、UWBUWB（（超広帯域）超広帯域）

無線システムの技術条件について情報通信審議会　情無線システムの技術条件について情報通信審議会　情
報通信技術分科会　報通信技術分科会　UWBUWB無線システム委員会に諮問。無線システム委員会に諮問。

【作業班】【作業班】

　　　　共用モデル作業班　　　　共用モデル作業班

　　　　固定・放送作業班　　　　固定・放送作業班

　　　　レーダ・航空海上作業班　　　　レーダ・航空海上作業班

　　　　衛星・小電力作業班　（　　　　衛星・小電力作業班　（JARLJARL参画）参画）
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委員会、作業班の状況委員会、作業班の状況

①平成１４年１０月１５日①平成１４年１０月１５日

　「　「UWBUWB無線システム委員会」無線システム委員会」

②平成②平成1414年１１月２５日年１１月２５日

　「合同作業班第１回会合」　「合同作業班第１回会合」

③平成③平成1515年　５月　８日年　５月　８日

　「レーダ・航空海上作業班、衛星・小電力作業班　「レーダ・航空海上作業班、衛星・小電力作業班
第２回合同会合」第２回合同会合」
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干渉検討干渉検討

•• 自由空間伝搬損失による各種無線システ自由空間伝搬損失による各種無線システ
ムとの干渉検討ムとの干渉検討

　　5.65.6GHzGHzとと1010GHzGHzにおけるにおけるA1AA1AととF8WF8Wの与干渉を算出の与干渉を算出

　　　　　　A1AA1A　　　　　　5.6GHz5.6GHz　　　　367m367m
　　　　　　F8WF8W　　　　　　5.6GHz5.6GHz　　　　130m130m
　　　　　　A1AA1A　　　　10GHz10GHz　　　　　　　　205m205m
　　　　　　F8WF8W　　　　10GHz10GHz　　　　　　　　103m103m
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今後の対応今後の対応

•• 森所長の「森所長の「JARLJARLとしての今後の対応とまとしての今後の対応とま

とめ」に引き継いで、終わりとします。とめ」に引き継いで、終わりとします。


